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配属施設の種別 施設数 配属人数 人数の割合 施設の概要 
児童養護施設 16 45 70.2% 主に2歳～18歳の児童が保護者に代わって養育される施設 
乳児院 5 10 15.6% 主に2歳までの乳幼児が保護者に代わって養育される施設 




児童自立支援施設 1 3 4.7%
不良行為など行動上の問題や環境上の理由により生活指導等を要す
る児童が、入所または通所により自立の支援を受ける施設 
障害児入所施設 1 1 1.6%
障害のある児童が入所により、保護、日常生活の指導及び自活に必要
な知識や技能を身に付ける施設 




母子生活支援施設 0 0 0% 生活上の問題を抱えた母親と児童が一緒に入所して生活できる施設 
障害者支援施設 0 0 0% 
18歳以上の障害者が入所により、日常生活、社会生活の支援を受ける
施設 
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本学保育士資格取得希望学生の64名。（内訳）二年制コース  13名、三年制コース  51名。
2．2　調査内容
（１）施設実習希望調査
①調査時期　 2016年12月（施設実習指導の授業の全15回のうち 8 回目）に実施した。この時期は、
実習に参加する前年度であるため、調査対象となる学生は、二年制コースは 1 年生、三
年制コースは 2 年生であった。
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  ①調査時期 2016年12月（施設実習指導の授業の全15回のうち8回目）に実施した。この時期は、
実習に参加する前年度であるため、調査対象となる学生は、二年制コースは1年生、三
年制コースは2年生であった。 
  ②内容   施設実習に参加するにあたって、希望する施設の種別を第1希望から第3希望までをそ
の理由とともに記入させる。選択肢は、「児童養護施設・乳児院・児童心理治療施設・
児童自立支援施設・障害児施設・どこでも良い」の７つで、個別の施設名は記入しない。 




































































これらを踏まえて、全 15 回の授業のうち 8 回目の授業において、希望する施設の種別を第 1 希望から
第 3希望までをその理由とともに記入させた。 
 
   





















































































   






























































   




































































































































































































































































性を図示した。最大出現数の設定を「はい」は 5 個、「いいえ」は 3 個で行い、利用される語の数を「は
い」は57語と「いいえ」は56語にほぼ合わせた結果、図11と図12のような図を示した。





































































図13.はいと答えた学生の進路の種別  図14.いいえと答えた学生の進路の種別 
 
3.2.5 まとめ 
「施設実習に行って、施設で働こうと思いましたか？」の結果の分析から、「はい」と答えた学生は、
能動的に行動し生き生きと実習をしていることが分かった。その中から実際に施設保育士として就職す
る学生も生まれたが、それらの学生も含めて「はい」と答えた学生は、いくつかの進路の選択肢のうち
に施設を選択肢に加えてもよいと考えることができた、ということが分かった。それは実習を楽しめた
という成功体験を持ったからである。一方、「いいえ」と答えた学生は、子どもとの関係がうまくいか
ず、客観的な考察に終始した実習を行っていた。そのため、実習を楽しいと思わず、ともすれば失敗体
験として心に刻まれたことから、進路の選択肢になり得ないというこ が分かった。 
このことから、施設実習での成功体験を得ることができれば、進路の選択肢を広げる可能性が生まれ
る とになる。さらに、施設実習での成功体験を得るためには 子どもとの関係がうまくいく必要があ
。そこで河野（2011）14）は、学生自身の実習に対する取り組む意欲を高めるために必要なのは、自己
効力感であると指摘している。自己効力感とは、自信を持って子どもと接することであるとするなら、
そのために、コミュニケーション力を向上させるための事前学習の必要性がある。しかし、鈴木（2015）
15）が保育者にとって特に重要だと思う能力を学生に調査したところ、「個と集団の関係をふまえて、子
どもと関わることができる能力」は14.1％の学生しか重要と感じていないし、「子どもを引き付ける魅
力的な表現をすることができる能力」は22.8％の学生しか重要と感じていないことを明らかにしている。
このことから、実習指導を行うにあたっては、学生自身がコミュニケーションを不得意としていること
を前提に進めなければならない。今後の課題として、学生のコミュニケーション力の向上を図るための
事前指導について研究を深めたいと思う。 
また、藤重（2014）16）は、学生の心情を理解した上での取り組みが第一であると言っている。したが
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ために、コミュニケーション力を向上させるための事前学習の必要性がある。しかし、鈴木（2015）15）が
保育者にとって特に重要だと思う能力を学生に調査したところ、「個と集団の関係をふまえて、子ども
と関わることができる能力」は14.1％の学生しか重要と感じていないし、「子どもを引き付ける魅力的
な表現をすることができる能力」は22.8％の学生しか重要と感じていないことを明らかにしている。こ
のことから、実習指導を行うにあたっては、学生自身がコミュニケーションを不得意としていることを
前提に進めなければならない。今後の課題として、学生のコミュニケーション力の向上を図るための事
前指導について研究を深めたいと思う。
また、藤重（2014）16）は、学生の心情を理解した上での取り組みが第一であると言っている。したがっ
て、実習に対する動機付けにポジティブな影響を与えるために、施設実習希望調査に学生の希望を反映
させる必要があることが分かった。さらに、実習施設によっても学生の意欲に差が生じることを前提と
して、学生を配属するためには、施設の特性を十分把握する必要があることも分かった。今後の課題と
して、実習担当教員と施設職員との交流をさらに深めていく必要があると考える。
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